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サン・テグジュペリ研究
平　井　　裕
　サン・テグジュペリの作品は数の上では，他の作家とくらべ多いとは言えな
いが，今日でも彼の作品ば愛されている。それは，作品そして生涯にすばらし
い魅カを探し求めることが出来るからである。サン・テグジュベリの作品に描
かれていることが，彼の人生そのものに根ざしていることで，一層読者の心に
追ってくるのである。それ故，サソテグジュペリの作品を深く読みとるために
は，何よりもまず彼の生涯を知ることが大きな助けと凌る。
　サン・テグジュペリは1900年，リオソで5人の子供の第3子として生れた。
わずか4歳の時に父を失った。幸い周囲の温かい心遣いと賢明で心豊かな明る
い母親の愛撤ことりまかれて，比較的古風な貴族的環境の中で育てられた。
　19歳の時，海軍兵学校入試を受けたが，筆記試験はパスしたがらも，口答試
験に答えられず不合格になった。その後，美術学校で建築科を専攻した。
　21歳の時，兵役のため第2飛行連隊に入り，地上整備兵として勤務のかたわ
ら民問パイロットの免許をとるための勉強と練習を受げる。第37飛行連隊に転
属，民間免許を手に入れ，翌年，軍免許を手に入れた。
　23歳で除隊し，ブランクもあったが，その後，商業パイロット，軍事バイ1コ
ットの仕事につき，激しい激務の余暇に作品を書いた。
　19仏年，グルノーブル，アヌシーの債察飛行に出発Lたまま帰還することの
なかった波乱に富んだ短い生涯であった。
　生涯の中でも，ここでは，特に，若き日のサン・テグジュペリの婚約者であ
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ったルイーズ・ド・ヴィルそラソと妻のコンスエロのことを中心にして，サソ・
テグジュベリの姿を追ってみることにする。
※
青春時代のサン・テグジュペリに，大きな影響を及ぽした女性は，ルネ・ド・
ソーシーヌとルイーズ・ド・ヴィノレモランである。
　サン・テグジュペリがルネと知り合った時期は，彼のポシュエ高校時であっ
た。彼は，ルネの弟ベルトランを通して知り合うことが出来た。
彼女の家族は，サン・テグジュベリを次のようにみていた。
　「一なんともすばらしい青年だ！と父は言っていました。けれど
も母と姉たちは，彼の寡黙さに驚いていました。」ω
　サソ・テグジュペリとルネとの友情は続くが，彼の20歳から30歳までの約10
年問にわたる彼の手紙は，『若き日の手紙』に収められている。手紙からは，
青春時代の心の動きと成長が読みとれ，サソ・テグジュペリの理解に大いに役
立つものである。
　一方，ルイーズ・ド・ヴィルモランとも，ポシュエ高校時代に知り合った。
ポシュエ高校が，ヴィルモラン家のすぐ近くであったので，学生たちはこの家
のかもし出す固苦しさを感じさせない上品さ，落ちついた裕福な暮らしぶり，
ちょっとぼかり享楽的で頽廃的な雰囲気にひかれて，よく出入りしていた。サ
ソ・テグジュペリもそうした学生の1人であった。彼はヴィルモラン家のルイ
ーズに思いを寄せることになった。
　　r彼女は才媛ぶろうという気持などまるで持っていなかった。そし
　て，この教養を街わない態度，新しいものの発見や亨受に対して示す
　驚きと輿味，ふと思いついたことを言ったりしたりするときの何気な
594
89
い自然さ，まさにこうしたものが彼女に抗し難い魅力を与えていたの
である。」｛2〕
　ルイーズの兄弟のアソドレは，彼女がサン・テグジュペリの魅力にとりつか
れた理由を後に次のように述べてい飢
　r彼女は彼に一種の情熱を抱いていたが，それは人の心を呪縛せず
にはおかぬ彼の魔力のためであり，また，彼が詩を，それも他人の作
になる詩ばかりでなく，自作の詩をもすでに論じ得たためであると言
うことができる。」値〕
　しかし，彼女の母親は，娘の婚約について心から喜ぶわけにはいかたかった。
　当時のサン・テグジュベリは，ブールジェの第33飛行連隊に所属していた。
1923年1月，彼は飛行機事故を起L，頭蓋骨を骨折してしまい病院に運ばれた。
飛行訓練を続けたいと望む彼は，完全に回復する前に病院を出てしまうほどで，
数カ月間めまいを感じていた。
　このブールジェの事故の後，母親は一層ルイーズの将来が心配にたった。当
時のバイロットは命知らずのやくざな職業であると考えられていたし，常に死
と背中合わせであり，また命令1本でいつ基地を転属させられるかもしれない
不安もあり，何よりもルイーズが病弱であったことからも・母親の気持ちは十
分理解できる。娘には，安定した職業についている生活力のある相手がふさわ
しいと，母親は考えていた。
　若さゆえにサソ・テグジュペリは時に無茶な飛行することもあったが，犬空
を飛ぶことに生きがいを感じていたので，兵役をすませた後，バレス将軍の推
薦で引き続き空軍にとどまることも考えていた。しかし，サン・テグジュペリ
は，パイロットが自分の一生涯かけられる仕事だとはっきり自覚Lていなかっ
た。それゆえに，ルイーズとの結婚を望む彼は，ルイーズの母親の希望にそお
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うとし，パイロヅトの道を諦めてしまう。このことはルイーズの希望でもあっ
た。
　こうして彼は，ルイーズの母親の紹介により，タイル製造会杜に勤めること
になった。しかし，この会杜で与えられた仕事は，彼に満足出来るものではた
かった。
　　「ぼくはオルナノ大通り，70番地Z号の暗い小さなホテルで悲しい
　生活をしています。」〔4〕
更に，
　　rぼくはとても忙しいうえにあまりにも馬鹿げた仕事ですので，手
　紙を書げませんでした。
　　最近いろいろみじめな心配事のために，ぼくはすっかり内にこもっ
　た人問になってしまいました。
　　いらだっていたぼくをあまりうらまないで下さい。ぽくは悪い毎日
　を遇ごしていたのです。」㈲
　サン・テグジュベリの母親にあてた手紙から察するならぱ，彼の気持は憂う
つで，生きがいも感じられず絶望の日々であった。
　いつも考えもなく金を使ってしまうので，母親に金を送ってくれるように頼
まなげれぱならなかったし，ルイーズがスイスに療養に出かける時には，自分
のカメラを売り飛ぼさなけれぼならないほどでもあった。
　生活のリズムを失い，絶望的な気持で，帳簿と向かいあって1年間過ごした。
この時の経験が，この種の仕事をする人問に対して哀れみを感じさせたし，自
分の仕事ではないと実感したのである。
　とうとうこの会杜をやめることになり，同時に，2人の婚約も解消されてし
まつた。
　ヴィルモラン家にとって，サソ・テグジュベリはふさわしくない男であった。
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そして，サ：■・テグジュペリとルイーズには，あまりにも共通点が少ないこと
もあったし，2人とも未熟すぎたことが原因なのである。
　婚約の解消は，当然のことながら，サン・テグジュペリの若い誇りを傷つげ・
精神的に追いつめ，大きな傷手を残したのだった。
　こうした彼の慰めは，ルネ・ド・ソーシーヌのかなでるヴァイオリソでバヅ
ハを聞いたり，また時には2人で街に出かけ散歩をしたりすることであり，そ
して暇をみつけて飛行機を操縦して心を晴らしていた。
　落ちこんでしまっていたサソテグジュベリは，ソーレ自動車販売会杜のトラ
ック販売人となる。見習い期問中，彼は仲問と共に，油，グリースに手を汚し，
誠実で，健全な仕事をしている気持になり，会杜の事務机にすわりぼんやりと
仕事をしているよりも，ずっと自分に向いていると思い，一緒に働く連中に人
間的な美しさ，尊さを見出し，気持ちも落ちついてきむ
　母に対して
　「結婚したいという気持はすこしはありますけど，ほんのちょっと
です。げれど，誰とかわかりません。それから，父性愛がたっぷりた
まっています。アントワーヌ2世が欲しいというわげです。」崎〕
また，良き伴侶を選んで結婚した妹に対して・
　「結婚して，きみの子供のようにすてきな子供をもちたい気持がす
こしあります。でも，それには2人でなければたりませんし，今まで
に自分の気に入った女性をたった1人知っていただげなのです。」｛7］
　勿論，1人知っていた女性は，ルイーズのことである。特に，自分とルイー
ズとのことは破局に終ってLまったが，ガブリエルの幸福な家庭をおもえばこ
そ，自分の身の上を考えずにはいられない気持になったことが，この2通の手
紙から十分うかがえる。
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　仕事の方は，見習い期間後，モンリュソソ地方の販売員となったが，サン・
テグジュペリは，女性に対L要求が多く，皮肉っぽくなって，悲観的な調子で
書かざるをえたいのである。それは自分のことをひどく不幸と感じ，孤独感を
たっぷり味わっていたし，自分自身への自信もなくなり，女性にも劣等感が増
したからである。
　rとてもきれいで，とても賢くて，魅力芋こあふれ，陽気で，もの静
かで，誠実で……こんな娘さんにお目にかかりたいとおもうのです。
　…そこで，まず見つからないでしょうね。
　それで，コレットとか，ポーレットとカ㍉スユジーとか，デージー
とか，ギャビーとかいった女の子に，十年一日のごとき甘い言葉で言
いよってみるのですが，どの娘たちも大量生産のお嬢さんたちばかり
で，2時間もたつとうんざりさせられてしまいます。」〔8〕
　ある日の土曜日，サ1■・テグジュペリは，仲問と一緒にダンス・ホールをの
ぞきに出かける。そこで目にした光景を，ルネ・ド・ソーシーヌに書いている。
　r郡のダンス・バーティーで，そこで母親たちのきびしい監視のも
とでワルツを踊るだけであった。rお宅のお母さまは？　お宅のお嬢
さまはお元気ですか？』などと言い合っていた。その《お母さまたち》
は，会場のまわりを四角くとりまいていまLた。まるで婆さんたちの
衛兵隊だ。彼女たちは，平和こ口をもぐもぐさせていた。《お嬢さま
たち》は，ピンクや空色のドレスをきて，中央のところで，自転車乗
りたちの腕に抱かれてぐるぐると回っていた。」；副
　サソ・テグジュベリは，こうした世界を冷ややかな目で見ざるをえなかった。
こうした女性たちは鼻もちならぬものであり，結婚をすれぱ自分も駄目になっ
てしまうと考えていた。
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　車の販売に生きがいを見出せないこうした彼は，暗くなり，内にこもりがち
であった。
　トラックの販売にしても，結局1年ちょっとでたったの1台売ったにすぎな
い無能ぶりであった。
　しかし，サン・テグジュベリは，こうした苦しみを通し，自己と向かい合い，
内省することにより，婚約破棄以来，確かに人聞的に大きく成長していった。
　r家族の人たちにとって，ぽくは浅薄で，おしゃべりで，道楽者で
した。でも，今のぼくは，楽しんでいる時にも，なにか学ぶべきもの
をさがし求めているのです。……ぼくは，毎夜，自分のその日一日の
決算をしているのです。」ω
　フランス全体をおおうのは，みかげだけの活気であり，実はそうではなく堕
落していることを青年のもつすぼらしい敏感さで感じとっているサン・テグジ
ュペリは，言いようのない不安を感じざるをえないし，自分の不安を理解し，
一緒に生きていげるような女性を求めずにはいられなかった。こうした気持ち
を本当に理解してくれる母親に，サソ・テグジュペリは，1人ぽっちの味気な
い陰気な部屋で，自分の結婚感，理想の女性像を，手紙で書かざるをえなかっ
た。
　rぼくはS……みたいに，幸福に満ちたりて，もはや発展すること
がないような人たちは好きではないのです。
　・・ぼくの必要とする女性は，20人もの女を組み合せて作られるので
す。ぼくは女性にあまり多く要求するので，すく憶苦しくなってしま
います。」ω
　実際サソ・テグジュペリには結婚への期待もあるものの，求めるような女
性は，すぐにめぐり合えるはずもないと自覚している。彼の結婚への夢は，い
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よいよ遠いものになっていった。
　タイル会杜，トラヅク販売会杜の仕事，恋愛にも失敗してしまった23歳から
26歳までの青春の貴重な3年間に，サン・テグジュペリは何度も精神的な危機
に落ち入った。しかし，その反面，自己を見直し，自己にふさわしい環境を求
め，精神的に成長してきた。今の彼にとって重要なのは内面の生活であったし，
自已にも厳しくなった。そして，この3年聞を埋め合わせてくれる，天職とな
るパイロヅトヘの道が，彼に再び開かれるのである。
※
　1926年10月，ボシュエ校時代の恩師シュドール師の紹介により，ラテコエー
ル航空会杜に入杜した。
　除隊後も，気晴らしに飛行機を時々操縦していた当時の彼の喜びが今やっと
実現された。
　除隊後に母へ宛てた手紙からも，彼の飛行機を通して得られる様々なすばら
しさがよく読みとれる。
　rぼくは，この職業が大好きです。自分のエンジソと差向かいで4，000
メートルの高さにいるときのあの静げさ，あの孤独は，お母さんには
想像できません。それから，地上でのあの伸間との魅惑的な友情。自
分の順番をまちながら草に横になって眠るのです。ぽくたちは待ちわ
びている友の飛行機を目で追って，いろいろな話しをするのです。」幽
　こうした喜びあふれる手紙を母親に書いていたサン・テグジュベリのパイロ
ットヘの夢が再びかなった喜びは，相当なものであったし，精神的にも落ちつ
くことになったo
　サ：■・テグジュペリには，勿論苦しいこともあったが，飛行会杜の仕事につ
いたことで実感できる喜び，労働のすぱらしさを，女友だちのルネにも訴えず
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にはいられなかった。
　rリネット，飛行がすぱらしいことだっていうことを知っているか
い。ここでは遊びではないし，そのためにぼくが愛しているということ
が，ブールジェの時のようにスポーツではなく，なにか別の，説明で
き恋い，一種の戦争なんだよ。雨のなかを，夜明けに飛び立つ郵便機
の出発は，すばらしい。
　ひとから愛され，とても魅力のある男と思われ，指の爪が美しいと
賞められたりしたらいいと思う。ぽくの油だらけの手，それが美Lい
と思うのはぼくだけなんだ。」㈲
　入杜後，規定通りの教育訓練を受げた後，1927年，サハラ砂漠に三方を囲ま
れ，太西洋に一方だけが面する，孤島のような，雨も年に数目間しか降らず，
湿気も多く，シーツさえ湿らすほどのキャッブ・ジュビー飛行場長に任命され
た。
　サソ・テグジュペリは，母への手紙に書く。
　r愛するアマン，あなたはとても幸福な息子を，自分の進むべき道
をみっけた息子をおもちです。
　完全に無一物です。1枚の板と薄いわら蒲団とでできているベッド，
洗面器，水差し。それからいくつか小道具があることを忘れていまし
た一タイプライターと飛行場の書類です！　まるで修道院の部屋で
す。」ω
　このような厳しい条件のもとで，サン・テグジュペリは飛行場長として全
ての責任を任され，様々な貴重な体験，とりわけ今までにない人問相互の友愛
の体験をした。キャップ・ジュビーが彼に大きく内的に成熟することを可能に
し，また彼の生涯に大きな影響を与えた砂漠をはじめて知ったのもここであっ
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た。
　このキャップ・ジュビーで，サン・テグジュベリは，『南方郵便機』を書㍍
rこの本は，小説としての虚構を通し，1923年から1928年にかげてのサ
ン・テグジュペリの様々な感情の動きを，私たちに垣問見させてくれる。」㈲
　この小説に出てくるベルニスとジュヌヴィエーヴに，サン・テグジュペリと
ルイーズの姿を認めることが出来るのである。
※
　1929年，サソ・テグジュペリは，ヴェノス・アイレスにあるアエロポスタル
杜の子会杜の麦配人に任命された。
　ひんぱんに母親に。金を無心しなければならなかったほどかつてさんざん経済
的に苦しんだサソ・テグジュペリにとって，年俸は22万5，000フランもあった6
r南方郵便機』も出版され成功Lた。職業的にも杜会的にも恵まれた彼であっ
たが，会杜の仕事の内容は必ずしも彼を満足させるものではなかったし，また
ヴェノスアイレスの雰囲気も気に入らなかった。しかし，仕事の合間に，r夜
問飛行』にも筆を走らせていた。
　何人かの友人もできたが，やはり男としてのさびしさがしのび寄ってくるの
で，出来るならば結婚したいような気持ちにもなってきた。ルイーズとの恋愛
の失敗の精神的苦痛は，時間が少LづついやLてくれ，また書くことが総仕上
げをしてくれた。
　こうしたサソ・テグジュペリの前に現れたのが，コンスエロ・スンシンであ
り，1931年，2人は妹のいたアゲーで結婚した。
　2人の出合いについては，いくつかの伝説がある。
　コンスエロ自身は，彼との出会いをどのように話しているのか，やはり，サ
ン・テグジュベリが妻とした選んだ人の話しを信頼するのが良いと考える。
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　r私がトニオ（サン・テグジュペリの愛称）にはじめて会ったのは，
ヴェノス・アイレスで開かれた外交団のあるレセプションの時です。
私が帰ろうとする時，彼がやってきたのでした。すぐさま私は彼の物
腰や身体から発散する力強い印象に打たれてしまいました。私の方を
見つめると，彼はこちらに近づいてきました。二，三ことばをかわし
たあと，突然彼はこう申しました。『今夜私の飛行機にあなたをお違
れLて，星を見せてあげたい』一とんでもない！私はそう答えま
した。一緒にきた友人たちをほっぽり出していくわけにはいかないじ
ゃありませんか。彼は頑としてゆずらず，では彼らもご招待しようと
申します。そんなわげで，私たちはそろって飛行場に向かったのです。
まもなく彼の操縦する犬型の輸送機に乗り込みました。彼は私を操縦
席の彼のとなりにすわらせ，乗客室に押し込んだ友人たちと私たちを
へだてるとびらを閉めてしまいました。『接吻して下さい，あなたが
好きなのです』彼は大声で言うのです。夫に死に別れたばかりの身の
上を説明し，そんなことはできないと拒みました。すると彼は飛行機
を激しくゆすり，そのため私たちは気分がわるくなってしまいました。
（ご存知とは思いますが，彼には《駄々っ子》といった一面があった
のです。）脅迫されて男に接吻などする私ではありません，と言い，
彼の言うたりにはなりませんでLた。『あなたがぽくに接吻するのが
いやなのは，ぽくがあんまり醜いからだ，ぼくにはわかっている』と
言ったかと思うと粒き出す始末です。とうとう仕方なく彼の言うとお
りにしました，何故って，そうでもLなければ，このまま地上には降
りないから，と彼が言うものですから。」飼
　これほどまでにサンテグジュペリの心をとらえたコソスエ1コとば，
性なのだろう。
どんな女
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　彼女は，中都アメリカのサルヴァドル生まれで，彼より8歳年下であった。
彼女は黒髪の小柄ではあるが色白のほっそりした感じの顔をしていた。彼女の
英語とスペイン語を交えて話すフランス語のアクセントが，一層彼女の魅力を
増すのだった。あふれる若さゆえに，夢と現実を取りちがえるといったことも
あり，サソ・テグジュペリの心を動かした。
　若き日のサン・テグジュペリの手紙に，r自分の身のまわりを察するには，
少しばかり不安であることが必要です。それだから私は結婚がおそろしい。そ
れも女の人によりますけどね」ω　と書かれているが，彼は世間なみの結婚をお
それ，平凡な家庭生活を大事にするような妻を求めていなかった。
　世間の人々の幸福な日常が，サン・テグジュペリにとっては，生活の沈滞であ
った。実際，不安の日常をもたらしてくれるコンスニロとの結婚生活であった。
　サン・テグジュベリの母親の証言が，コンスエロの性格をよく伝えている。
　「彼女はユキゾチックで魅力ある人ですが，極端な気まぐれと，何
ひとつ一精神的な仕事を必要とするものさえ一認めまいとする態
度が，結婚生活を難しいものとするでしょう。」胸
　こうした彼女との結婚生活は，母親が考えていたように，サン・テグジュペ
リが望んでいた不安以上のものをもたらし，アニロポスタル杜の解散などにも
より，2人の結婚生活はすっかり荒廃Lてしまった。
　サソ・テグジュベリはパリとサイゴン間の賞金のかかっていた飛行記録に挑
戦し，生活費の足しにしようとするほど，経済的にも困っていた。
　サン・テグジュペリはこの長距離飛行の準備を仲間と一緒にするが，コンス
エロは，大きな挑戦を前にLた夫を助げるどころか，いろいろなことで夫をい
らだたせ，邪魔するのだった。この挑戦は，リビア砂漠の中に墜落するという
事故であえなく失敗してしまったが，失敗の原因にはコンスエロのことも閻接
的にあった。この遭難で死に直面したサン・テグジュペリには，母親とともに，
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コンスエロのことが思い出され，生きのびる力をふりしぼるのだった。
　rぼくには妻の目がまた見えてくる。ぼくにはこの目のほかには何
も見えない。」固
　また助げ出された後の母への手紙にも，コソスエロのことを心配する心暖ま
る思いやり．が感じられる。
　結婚以来，強烈な個性をぶつけ合う2人の結婚生活は，普通の夫婦のもので
はなかった。サン・テグジュペリにしても平凡な結婚生活を望んでいたわけで
もなかったのだが，いくらかの不安を与えてくれるどころか，あまりにも波欄
に富んだ2人の生活は世間の評判になり，2人の私生活についての奇妙な小説
まで出版されるほどにもなった。結婚生活に疲れを感じたサン・テグジュペリ
は，コンスエロに別居を申し出ざるをえなかった。
　コソスエロは次のように語っている。
　　r7年閻，アントワーヌは，絶対的に，留保なLに，わたしに忠実で
　した。でも，ある朝，彼は朝食をとりながら私に静かに言ったのです。
　『ぽくが君を憎むことを，君は願わないだろうね？　それなら，ぼく
には休暇が必要なんだ。5年間の休暇のあいだに，ぽくは好きなこと
をやる㌫目曜目に同じような中流の女たちがたくさんいる大通りに，
　とぽとぽと散歩するような，中流人の妻に君をしたくないんだ㌫ぽ
　くは，自分の衝動に従って行動する必要があるんだ，それに朝の5時
　まで君がぽくをまっていると考えることが我慢出来ないんだ……きち
んと5年たったら，ぼくは戻ってくるし，そして君は再びぼくの妻，
ただひとりのぼくの妻になるんだ。君はしたいことをしていいし，子
供が出来たとしても，ぼくは認知するよ……』」鋤
こうした言葉をコンスエロに残して，サン・テグジュベリは，家を出て行っ
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た。時が流れていった。
「ある朝，前日に出かけたかのように彼は戻ってきました。r君のも
とを離れて5年たった，ほらぼくは戻ってきたよ！」』㈱
　二人は・以前と同じように再び生活を開始したのであった。
　この別居期間中に，サン・テグジュペリは種々のことに追われながらも，精
力的に執筆を続けた。これは，自分のわがままを受け入れてくれた妻に対する
サ：■・テグジュペリの誠意だったと考えられる。
　サン・テグジュペリが，r星の王子さま』の中で，コソスエロをバラの花に
化身させた。いろいろな面で彼を苦しめた妻であったが，離れてみると妻が不
欄に思え，王子のバラの花に対する態度に，サソ・テグジュベリの妻への誠実
さと責任を読みとれるのである。
　また・コ：■スユロをどれほど愛していたかを示す証拠に，サン・テグジュペ
リが死の少し前に彼女のために作ったrコンスエロが毎晩唱える祈り』がある。
サン・テグジュペリのいじらしいほど妻を愛するほのぼのとした愛情のほとば
しり，責任感，痛ましさを読みとることが出来るのである。
　　　r主よ，それほど気苦労なさることはありません。ただ私をあるが
　ままになさってくださいませ。私は，小さな事柄には虚栄に満ちたよ
　うな様子をしていましょうとも，大きな事柄には，謙虚なのです。私は
　小さな事柄には利已主義者にみえましょうとも，大きな事柄には，私
　の命さえ投げ出すことができます。私は小さな事柄には，しばしば不
　純な様子をしていましょうとも，純粋であってこそ幸福です。
　　主よ・夫が私のうちに読みとる者に，いつも私を似させて下さい。
　　主よ，主よ，夫を救って下さい。夫は私を本当に愛しておりますし，
　夫がいなければ，私はあまりにも孤独となります。けれど，主よ，私
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たち2人のうちで夫カミ先に召されるようにして下さい。夫は，あのよ
うにとても丈夫そうに見えましょうが，私が家のなかで物音をたてる
のが聞こえなくなりますと，とても苦しむのです。主よ，まず苦しみ
からお救い下さい。いつも夫の家で物音をたてるようにして下さいま
せ，時々物をこわすことがありまして㍍
　私が忠実であり，夫がさげすんでいたり，夫を嫌っている人たちに
会わないようになさって下さい。でなかったら，夫は不幸となります，
私の心の中で生きている人でございますから。
　主よ，私どもの家をおまもり下さい。アーメン！　あなたさまのコ
ンスェロ。」幽
若い時には，完全なる女性を求め，要求があまりにも多かったサソ・テグジ
ュペリであったが，ロンスエロとの結婚生活を通じ，女性に対する昔の夢は消
え失せてしまった。コンスニロの欠点に，残酷なまでに苦しめられたサン・テ
グジュベリではあったが，女性が数々の欠点を持ち合わせ，不完全なものであ
ると実感したのであった。
※
　以上のようにサン・テグジュペリの生涯を青春時代のルイーズと妻のコンス
エロのことを中心に記してきたが，それは，この2人の女性のサン・テグジュ
ベリにおよぼした影響が，彼の砂漢体験同様に，大きいと考えるからである。
とりわげ，彼の生涯において，ルイーズ以上に，コソスエロが大きな意味をも．
っていることを，サン・テグジュベリ研究を進める場合に忘れてはならないと
考える。
　彼の作品は，生涯の様々な体験にもとづいて書かれているが，2人の女性の
サン・テグジュペリヘの影響も作品中に見られ糺
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　　それ故に，彼女らのこともなおざりにしないことが，サン・テグジュペリの
本当の人間像をっかみ，作品研究していく上で，大切なことであると考える。
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